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I Ep- 7 『中国菜譜』にみる料理構造－その２一
　名古屋女大短大　　　南　廣子　○舟橋　由美

食　　物

　【目的】
　『中国菜譜』全12冊の料理名構成要素について検討し、構成要素にはゆるやかな法則性
がみられた。次の分析内容は、各料理に使用される調理素材の食品と調理法について、安
徽・映西・江蘇省の３省について調理素材の食品と出現頻度、食品と食品の共出現頻度と
連関度についてまとめた。今回は浙江省・北京・上海の１省２都市について報告する。
　【方法】
　料理の構造は調理素材の食品と調理法が要素となり、それらの構成要素間の組み合わせ
から成っているので、調理素材の食品の出現頻度や、食品と食品の共出現頻度、連関度お
よび調理法との関連性について調べた。各省の料理に記載されている食品材料は日本食品
成分表に基づいて、コード化し、エクセルにて集計をし解析を行った。また、個々の要素
から、省ごとに、あるいは、他の地域の特徴や共通点などを明らかにした。
　【結果】
　料理構造の要素として、調理素材の食品の出現数は浙江省で食品数303のべ食品数2441、
北京で食品数231のべ食品数2470、上海で食品数209のべ食品数2323であった。料理に用
いられる平均食品数は３省ともＨ～12食品であった。食品と食品の共出現頻度で高いのは、
酒と味精では浙江省147、北京137、ショウガと酒は北京125、塩と味精は浙江省で144、北
京で125、ネギと酒は上海で133、連関度では３省の平均でネギと酒0.76、塩と味精0.74、
酒と味精0.71、酒と塩0.68、ショウガとネギ0.67、醤油と菜油0.58などが高く、その他調
味料と食品などの組み合わせであった。

I Ep- 8　　　　　　　　　中国の成人女性の穀類摂取状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　○猪口尚子＊､渡辺孝男＊＊(＊宮城大､＊＊宮教大)

【目的】1993～99年に中国各地で都市、農村一般住民に対して行ってきた食事調査をもと

に、主穀類の種類と摂取状況、食事時間別の主穀類の違いや食べ方を明らかにする。

【調査対象と方法】中国10地域(都市6ヶ所､農村４ヶ所)に住む20～62才までの女性(平

均年齢40歳)499名を対象に、24時間陰膳方式による食事調査を行った。食品の重量、種

類等から、中国の食品成分表を用いて栄養計算を行い､摂取している穀類の種類と摂取量を

求めた。

【結果と考察】①中国の10地域を都市と農村に分け、穀類由来の重量、熱量を求めた結果、

都市に比べ農村が多かった(Ｐ＜0.01)。都市では食物総重量の34％を穀類から摂取していた

が、農村では、食物総重量の55％、熱量で換算すると、熱量の72％を穀類から摂取してお

り、穀類に依存した食事が考えられる。②摂取源となっていた主穀類は、米、小麦､ﾄｳﾓﾛ]ｼ、

粟であった。地域により、摂取源となる穀類の種類や量は異なったが、都市・農村ともに、

米と小麦からが多く。ﾄｳﾓｍ]ｼ、粟からの摂取は少なかった。③食事時間別の摂取穀類は、全

地域で。朝食には米よりも小麦が多く摂取される傾向にあった。
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